
2004 Ｎo.720
毎月10日と25日発行

平成16年４月10日発行人にやさしい愛のまち　　　ＮＡＫＡＭＡ　ＣＩＴＹ

市立ひまわり保育園とこすもす保育園を統合して
新設された「さくら保育園」。
4月1日、新入園児や二つの市立保育園からの編

入となる園児など175人と、保護者が出席して、な
かまハーモニーホールで入園式が行われました。
翌日からは子どもたちが、さっそく木の香が残る

建物でお遊戯などを楽しんでいました。
また、これに先立ち3月22日には、さくら保育園

開園式が行われ、大島市長、杉原市議会議長、公募
でさくら保育園の名付け親となった滝下良子さんの
3人によるテープカットなどで開園を祝いました。

■さくら保育園4月1日開園■



①①
ララ
イイ
フフ
ララ
イイ
ンン
のの
強強
化化

中中
間間
水水
道道
のの
給給
水水
区区
域域
はは
、、
遠遠

賀賀
川川
をを
はは
ささ
んん
でで
東東
部部
とと
西西
部部
にに

分分
かか
れれ
てて
いい
まま
すす
。。
東東
部部
にに
はは
唐唐

戸戸
浄浄
水水
場場
、、
西西
部部
にに
はは
西西
部部
浄浄
水水

場場
がが
ああ
りり
まま
すす
。。

そそ
ここ
でで
、、
東東
部部
地地
区区
のの
水水
がが
不不

足足
すす
るる
とと
きき
にに
はは
、、
西西
部部
地地
区区
かか

らら
応応
援援
給給
水水
しし
、、
逆逆
のの
場場
合合
にに
はは
、、

東東
部部
かか
らら
西西
部部
にに
送送
水水
しし
まま
すす
。。

そそ
のの
たた
めめ
にに
、、
新新
しし
いい
遠遠
賀賀
橋橋

にに
２２
本本
のの
太太
いい
水水
道道
管管
をを
添添
架架
しし
、、

地地
震震
なな
どど
のの
災災
害害
やや
事事
故故
にに
対対
応応

でで
きき
るる
よよ
うう
、、
ララ
イイ
フフ
ララ
イイ
ンン
をを

強強
化化
しし
てて
いい
るる
とと
ここ
ろろ
でで
すす
。。

②②
古古
いい
配配
水水
管管
のの
更更
新新

水水
道道
管管
のの
総総
延延
長長
はは
、、
229922
キキ
ロロ

メメ
ーー
トト
ルル
にに
達達
しし
てて
いい
まま
すす
。。

ここ
のの
中中
にに
はは
、、
古古
いい
配配
水水
管管
がが

残残
っっ
てて
いい
るる
箇箇
所所
もも
ああ
りり
、、
赤赤
水水

がが
発発
生生
しし
たた
りり
、、
水水
のの
出出
がが
悪悪
いい

原原
因因
とと
なな
っっ
たた
りり
すす
るる
可可
能能
性性
がが

ああ
りり
まま
すす
。。
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業

市
民
と
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歩
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道
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シ
リ
ー
ズ
　
わ
た
し
た
ち
と
水
道
⑤

明
日
を
見
つ
め
、

市
民
と
と
も
に
歩
む
水
道
事
業

水
道
事
業
が
目
指
す
も
の
と
し
て
、
中
間
水
道
で
は
、
次
の
四

つ
の
基
本
目
標
に
沿
っ
た
水
道
施
設
の
整
備
を
図
っ
て
い
ま
す
。

（
１
）
安
定
し
た
水
の
供
給

（
２
）
安
全
で
お
い
し
い
水
の
供
給

（
３
）
合
理
的
で
高
度
な
維
持
管
理

（
４
）
経
営
基
盤
の
強
化

５
回
に
わ
た
っ
て
お
届
け
し
た
水
道
シ
リ
ー
ズ
の
終
わ
り
に
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
詳
し
く
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
強
化

中
間
水
道
の
給
水
区
域
は
、
遠

賀
川
を
は
さ
ん
で
東
部
と
西
部
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。
東
部
に
は
唐

戸
浄
水
場
、
西
部
に
は
西
部
浄
水

場
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
東
部
地
区
の
水
が
不

足
す
る
と
き
に
は
、
西
部
地
区
か

ら
応
援
給
水
し
、
逆
の
場
合
に
は
、

東
部
か
ら
西
部
に
送
水
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
新
し
い
遠
賀
橋

に
２
本
の
太
い
水
道
管
を
添
架
し
、

地
震
な
ど
の
災
害
や
事
故
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を

強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

②
古
い
配
水
管
の
更
新

水
道
管
の
総
延
長
は
、
292
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
達
し
て
い
ま
す
。

こ
の
中
に
は
、
古
い
配
水
管
が

残
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
り
、
赤
水

が
発
生
し
た
り
、
水
の
出
が
悪
い

原
因
と
な
っ
た
り
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
漏
水
や
破
損
事
故

の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
ら
の
水
道
管
や
水
道
施
設
を
計

画
的
に
更
新
し
て
い
ま
す
。

①
高
度
浄
水
処
理
の
導
入

生
物
処
理
装
置

生
物
処
理
と
は
、
河
川
・
湖
沼

な
ど
に
お
け
る
自
浄
作
用
の
過
程

で
行
わ
れ
て
い
る
好
気
性
微
生
物

処
理
の
作
用
を
、
生
物
処
理
装
置

の
内
部
に
集
約
化
し
た
も
の
で
す
。

中
間
水
道
で
は
他
市
町
村
に
先

駆
け
、
昭
和
59
年
か
ら
生
物
処
理

装
置
（
回
転
円
板
法
）
を
導
入
済
み

で
す
。

こ
の
仕
組
み
は
、
生
物
処
理
に

よ
り
、
原
水
の
ア
ン
モ
ニ
ア
性
窒

素
が
大
幅
に
除
去
さ
れ
、
塩
素
注

入
量
の
削
減
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
清
浄
な
飲
料
水
を
供
給
す
る

う
え
で
、
非
常
に
有
効
で
す
。

粉
末
活
性
炭
混
和
池

河
川
・
湖
沼
な
ど
で
富
栄
養
化

が
進
ん
だ
際
に
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

な
ど
が
繁
殖
し
て
不
快
な
臭
気
を

発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
臭
気
を
除
去
す
る
た
め
、
粉
末

活
性
炭
を
注
入
し
て
い
ま
す
。

②
安
心
し
て
お
飲
み
い
た
だ
け
る

水
を
お
届
け
し
ま
す

水
道
局
の
水
質
試
験
室
で
は
、

水
源
か
ら
家
庭
の
蛇
口
ま
で
108
項

目
の
水
質
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
遠
賀
川
の
水
質
改
善

本
市
の
水
源
と
な
っ
て
い
る
遠

賀
川
は
、
流
域
に
32
市
町
村
が
あ

り
、
人
口
密
度
が
高
く
、
下
水
道

の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

水
質
の
改
善
も
あ
ま
り
進
ん
で
い

ま
せ
ん
。

中
間
水
道
で
は
、
遠
賀
川
の
水

質
監
視
を
行
い
、
常
に
流
域
自
治

体
と
情
報
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、

国
や
県
に
対
し
て
、
河
川
浄
化
の

要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
流
域
自
治
体
へ
の
働
き

か
け
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の

連
携
な
ど
に
よ
り
、
遠
賀
川
の
水

質
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

安
全
で
お
い
し
い

水
の
供
給

２

配水管布設替工事

遠賀川源流の森づくりボラン
ティアの草刈り作業（嘉穂町）

安安
定定
しし
たた
水水
のの
供供
給給

安安
定定
しし
たた
水水
のの
供供
給給

安安
定定
しし
たた
水水
のの
供供
給給

安安
定定
しし
たた
水水
のの
供供
給給

安
定
し
た
水
の
供
給
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④
今
後
の
鉛
管
改
善
対
策

従
来
、
水
道
に
お
い
て
、
鉛
は

そ
の
加
工
性
が
よ
い
こ
と
か
ら
、

給
水
管
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
15
年
４
月
以
降
、

厚
生
労
働
省
の
鉛
の
水
質
基
準
が
、

こ
れ
ま
で
の
０
・
05
mg
／
r
か
ら

「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
飲
料

水
水
質
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
同
じ

０
・
01
mg
／
r
へ
と
、
よ
り
強
化

さ
れ
て
い
ま
す
。

中
間
水
道
で
は
、
昭
和
55
年
か

ら
鉛
管
の
新
規
布
設
を
禁
止
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
元
年
以
降
、

公
道
の
配
水
管
布
設
替
を
実
施
し

た
地
区
に
つ
い
て
は
、
鉛
管
以
外

の
給
水
管
に
取
り
替
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

鉛
管
の
給
水
管
を
使
わ
れ
て
い

る
ご
家
庭
で
も
、
厚
生
労
働
省
の

水
質
基
準
に
十
分
適
合
し
て
お
り
、

通
常
の
使
用
状
態
で
は
問
題
あ
り

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
水
道
水
が
長
時
間
滞

留
す
る
と
、
家
庭
内
の
給
水
管
内

の
残
留
塩
素
が
少
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
、
鉛
の
溶
出
も
心
配
さ
れ

ま
す
。

そ
の
た
め
に

も
、朝
一
番
や
、

し
ば
ら
く
水
道

を
使
わ
な
か
っ

た
場
合
に
は
、

念
の
た
め
「
バ

ケ
ツ
１
杯
程
度

の
最
初
の
水
」

は
、
飲
用
以
外
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

給
水
装
置
は
、
私
有
財
産
で
あ

り
ま
す
が
、
水
道
局
で
は
、
健
康

面
や
有
収
率
向
上
の
た
め
、
財
政

面
、
所
有
権
、
健
康
面
、
市
民
に

対
す
る
公
平
性
な
ど
を
考
慮
に
入

れ
な
が
ら
、
鉛
管
の
改
良
を
行
い

ま
す
。

配
水
管
管
理
シ
ス
テ
ム
の
充
実

に
よ
り
、
修
繕
工
事
や
配
水
管
布

設
替
工
事
に
迅
速
に
対
応
で
き
、

危
機
管
理
に
備
え
て
い
ま
す
。

①
自
動
水
質
監
視

安
全
な
水
づ
く
り
の
た
め
、
24

時
間
体
制
で
水
質
監
視
を
行
っ
て

い
ま
す
。

②
配
水
量
管
理

配
水
池
の
水
位
状
況
や
使
用
水

量
の
状
況
を
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

監
視
・
解
析
し
、
危
機
管
理
を
し

て
い
ま
す
。

③
緊
急
遮
断
弁
の
充
実

地
震
や
事
故
な
ど
で
、
配
水
池

の
水
道
水
が
空
に
な
る
こ
と
を
防

ぐ
た
め
、
配
水
池
に
緊
急
遮
断
弁

を
設
置
し
、
水
道
水
の
確
保
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

④
配
水
管
管
理
お
よ
び
設
計
積
算

シ
ス
テ
ム

配
水
管
管
理
シ
ス
テ
ム
を
充
実

し
、
修
繕
工
事
や
配
水
管
布
設
替

工
事
に
迅
速
に
対
応
し
、
危
機
管

理
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

①
中
間
市
行
政
改
革
の
推
進

水
道
局
の
行
政
改
革
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
事
務
事
業
の
見

直
し
や
組
織
、
機
構
の
簡
素
合
理

化
、
定
員
の
適
正
化
、
民
間
委
託
、

Ｏ
Ａ
化
の
推
進
、
行
政
全
般
に
亘

り
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
経
営
努
力

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

②
組
織
の
ス
リ
ム
化

職
員
数
は
、
平
成
６
年
度
は
51

人
体
制
で
し
た
が
、
平
成
14
年
度

に
は
40
人
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
組
織
改
革
に
努
め
、
平

成
16
年
度
に
は
、
38
人
体
制
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。

③
業
務
内
容
の
改
善

〇
水
道
料
金
調
定
・
収
納
事
務
の

電
算
化

〇
口
座
振
込
の
促
進

〇
水
道
管
の
浅
層
埋
設
化

〇
給
水
中
止
、
開
栓
の
電
話
受
付

〇
貯
蔵
品
管
理
の
効
率
化

④
有
収
率
の
向
上

漏
水
を
減
ら
し
有
収
率
を
向
上

さ
せ
る
た
め
、
水
道
管
破
損
の
早

期
発
見
、
早
期
修
理
に
努
め
ま
す
。

配
水
管
管
理
お
よ
び

設
計
積
算
シ
ス
テ
ム

３

経
営
基
盤
の
強
化

４

水道局職員を装った訪問販売にご注意
水道局の職員を装い、水質検査を行って高額な浄

水器の購入を勧めたり、宅内配管の清掃・修理を行
って料金を請求したりする訪問販売が、全国的に増
えています。

【例】「水質検査をさせてください」と、水に薬品を入
れると変色したため、「こんなに汚れています」と
浄水器を勧められた。
業者が水道水に入れた

薬品は、多くが塩素と反
応して黄色に変色するも
のです。
水道水には、殺菌用に

塩素が含まれていますが、
国の定めた基準に沿った
もので、安全性にまったく問題はありません。

■要請のない検査や調査で料金請求は行いません■

■不審に思ったときは職員証の提示を求めましょう■

●
水
道
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
…

中
間
市
水
道
局
営
業
課

1（
２
４
６
）
６
２
６
４

鉛管使用箇所

 給水栓
（蛇口）

給
水
管

水道
メーター 配水管

鉛管

浄水場

●水道職員一人当たりの給水戸数
水道の契約を結んでいるお客様の戸数を、職員数で割
ったものです。

0

200

400

600

800

H6     H7    H8     H9    H10    H11    H12   H13    H14              H16

464     464          482       482          499       499        562       585     562       585        618        627       627       652                     697  618        627       627       652                     697

（戸数）

464        482        499        562       585        618        627       627       652                     697

目標目標目標

3.00
4.00
5.00
6.00
7.00
8.00
9.00

H6     H7    H8     H9    H10    H11    H12   H13    H14              H16

目標目標目標
（km）

5.22    5.22          5.35       5.35          5.53       5.53          6.64   6.64          7.07         7.07          7.50     7.50          7.60       7.60          7.59       7.59        7.81                     7.81                      8.298.295.22        5.35        5.53        6.64        7.07        7.50        7.60        7.59        7.81                      8.29

●水道職員一人当たりの水道管延長距離
14年度の給水区域内の水道管延長距離を、職員数で割
ったものです。
【延長距離292km ＪＲ中間駅‐鹿児島県阿久根駅間とほぼ等距離】



私
は
今
、
毎
日
を
楽
し
く
す
ご
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
人
た
ち
に
さ
さ
え
て
も
ら
い
な
が
ら
。

そ
の
中
で
も
一
番
お
う
え
ん
し
て
く
れ
て
、
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
る
の
は
、
家
族
で
す
。
そ
ん

な
毎
日
の
中
で
も
、
私
は
、「
勉
強
が
で
き
る
子

よ
り
も
、
思
い
や
り
の
あ
る
子
に
な
る
」
を
、
目

標
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
き
っ
か
け
は
、
弟
が
生
ま
れ
た
か
ら
で
す
。

弟
は
、
て
い
お
う
せ
っ
か
い
で
生
ま
れ
、
未
じ
ゅ

く
児
で
し
た
。

そ
の
し
ら
せ

は
電
話
で
だ
っ

た
の
で
、「
生

ま
れ
た
よ
」
の

一
言
で
、
が
ん

ば
っ
て
生
ま
れ

た
弟
か
ら
私

は
、
勇
気
と
笑

顔
と
力
を
も
ら

い
ま
し
た
。

私
は
、一
人
の
弟
を
な
く
し
て
い
る
の
で
、「
あ
、

帰
っ
て
き
た
ん
だ
ね
」
と
、
思
っ
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
い
つ
も
、
そ
ば
に
い
た
い
で
す
。
い
っ
し
ょ

に
い
ろ
ん
な
事
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
３
年
生
の
三
学
期
に
岡
垣
町
の
学
校
に

転
校
し
ま
し
た
。
前
の
ク
ラ
ス
に
は
、
仲
の
い
い

友
だ
ち
や
幼
稚
園
の
と
き
、
一
番
最
初
に
友
だ
ち

に
な
っ
た
人
も
い
た
の
で
、
と
て
も
さ
び
し
か
っ

た
で
す
。
で
も
、
４
年
生
の
一
学
期
に
中
間
東
小

学
校
に
帰
っ
て
き
た
と
き
は
、
と
て
も
、
ほ
っ
と

し
ま
し
た
。

私
は
、
家
族
も
大
切
だ
け
ど
、
友
だ
ち
も
、
大

切
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
、
毎
日
が
楽
し
い
で
す
。
そ
れ
は
、
ま
わ

り
に
い
る
い
ろ
ん
な
人
た
ち
の
お
か
げ
で
す
。

私
は
、
弟
だ
け
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
、

だ
れ
も
か
ら
大
切
に
さ
れ
て
い
る
事
に
き
づ
き
ま

し
た
。
私
も
み
ん
な
も
、
弟
み
た
い
に
大
切
に
さ

れ
て
、
生
ま
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、
一

人
ひ
と
り
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
た
ん
生
日
、
お
母
さ
ん
と
自
分
が
力
を

合
わ
せ
て
が
ん
ば
っ
た
、
記
念
日
だ
と
、
私
は
思

っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
世
界
に
一
つ
だ
け
の
家
族
を
、
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
て
、
大
切
に
し
た
い
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
瞳
に
映
る
も
の

人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ「世界に一つ

だけの家族」

冨永飛寿花さん
（中間東小学校５年）

昨年の人権作文から

４

４
月
か
ら「
総
額
表
示
方
式
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

■
「
総
額
表
示
」
と
は
？
■

消
費
者
に
対
し
て
、
価
格
を
表

示
す
る
場
合
に
は
消
費
税
を
含
ん

だ
実
際
に
消
費
者
が
支
払
う
総
額

を
表
示
す
る
方
式
の
こ
と
で
す
。

■
な
ぜ「
総
額
表
示
」に
な
る
の
？
■

今
ま
で
の
価
格
表
示
に
つ
い
て

は
、
税
抜
価
格
表
示
と
税
込
価
格

表
示
が
混
在
し
て
い
る
状
態
で
す

が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
税
抜
表

示
価
格
」
で
す
。

そ
の
た
め
消
費
者
は
レ
ジ
で
お

金
を
払
う
ま
で
、
い
く
ら
払
え
ば

い
い
の
か
分
か
り
に
く
く
、
ま
た

同
じ
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
て

も
、
店
に
よ
っ
て
税
込
価
格
表
示

で
あ
っ
た
り
す
る
た
め
に
、
価
格

の
比
較
が
し
づ
ら
い
と
い
っ
た
状

況
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
消
費
者
が
値
札
な
ど
を

見
れ
ば
消
費
税
を
含
む
支
払
総
額

が
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
「
総
額

表
示
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
で
、

値
札
や
広
告
だ
け
で
購
入
価
格
が

簡
単
に
分
か
り
、
価
格
の
比
較
も

容
易
に
な
り
ま
す
。

■
「
総
額
表
示
」
の
対
象
は
？
■

総
額
表
示
は
、
消
費
者
に
対
し

て
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
販
売
す
る

事
業
者
が
行
う
価
格
表
示
が
対
象
。

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
媒
体
で
あ

る
か
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
具
体
的
に
は

〇
値
札
、
商
品
陳
列
棚
、
店
内
表

示
、
カ
タ
ロ
グ
な
ど
へ
の
価
格

表
示

〇
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
へ
の

印
字
、
ま
た
は
貼
り
付
け
た
価

格
表
示

〇
新
聞
折
込
広
告
、
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
配
布
す
る

チ
ラ
シ

〇
新
聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
た

広
告

〇
ポ
ス
タ
ー
な
ど

■
ど
の
よ
う
な
価
格
表
示
に
？
■

た
と
え
ば
、
税
抜
価
格
100
円
で

販
売
さ
れ
て
い
る
商
品
の
場
合
、

消
費
税
を
含
め
た
105
円
を
表
示
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
認
め
ら
れ
る
表
示

【
105
円
】、【
105
円
（
税
込
）】、

【
105
円
（
税
５
円
）】、【
100
円

（
税
込
105
円
）】

●
認
め
ら
れ
な
い
表
示

【
100
円
（
税
別
）】、【
100
円
、
税

５
円
】、【
100
円
＋
税
】

消費生活相談窓口
1（２４６）５１１０

悪質 商法

昨
年
度
の
人
権
標
語

協
力
し初

め
て
で
き
る

い
い
世
界

中
間
西
小
５
年
　
西
　
孝
晃

き
づ
こ
う
よ

な
み
だ
に
ひ
そ
む

エ
ス
オ
ー
エ
ス

底
井
野
小
５
年
　
花
田
崚
次

人
の
心
は

も
ろ
い
も
の

き
ず
つ
け
ら
れ
た

人
の
心
に

花
束
を

中
間
北
小
６
年
　
児
玉
俊
介



縦覧帳簿・固定資産課税台帳縦覧帳簿・固定資産課税台帳をお見せしますをお見せします
■縦覧帳簿の縦覧■
固定資産税の納税者が、本人の固定資産の価格が適

正であるかどうかを確認するために、土地または家屋
価格等縦覧帳簿で、他の土地または家屋の価格と比較
することがでます。

土地の所在・地番・地目・地積・価格が
記載されています
家屋の所在・家屋番号・種類・構造・建
築年・床面積・価格が記載されています
５月31日（月）までの午前８時30分～午後
５時（土・日曜日、祝日を除く）

家屋価格等
縦覧帳簿

縦 覧 期 間

縦 覧 場 所 税務課（市役所本館１階）
〇市内に所在する土地や家屋の固定資産
税の納税者および同居の親族
〇相続人（相続が確認できる人のみ）
〇納税管理人
〇納税者からの委任状をお持ちの人

縦覧できる人

持って来る
もの

〇印鑑
〇納税通知書、課税明細書または運転免許
証など本人であることを証明できるもの

※納税者が法人の場合は、法人の委任状が
必要です。

審査申出期間

４月１日から納税通知書の交付を受けた日
後60日まで
※課税台帳に登録された価格に不服があ
る場合は、中間市固定資産評価審査委員
会に審査の申し出ができます。

※土地・家屋の課税明細書を４月１日に送付しまし
たので、課税内容などをご確認ください。

土地価格等
縦覧帳簿

現在、閲覧できます。午前８時30分～午
後５時（土・日曜日、祝日を除く）閲 覧 期 間

閲 覧 場 所 税務課（市役所本館１階）
〇納税義務者および同居の親族
〇相続人（相続が確認できる人のみ）
〇納税管理人
〇納税義務者からの委任状をお持ちの人
〇借地人・借家人（賃貸借契約書等が必要）
※借地人または借家人は、当該借地また
は借家にかかる固定資産に限ります。

閲覧できる人

閲覧および
証明手数料

１件300円　ただし縦覧期間中（４月１日
～５月31日）は、閲覧に限り無料

持って来る
もの

〇印鑑
〇納税通知書、課税明細書または運転免許
証など本人であることを証明できるもの
〇権利を証明できるもの

●問合先　税務課資産税係1（２４６）６２７４

縦覧方法

閲覧方法

土地価格等縦覧帳簿は、市内に所在する土地の固定資
産税の納税者に、家屋価格等縦覧帳簿は、市内に所在す
る家屋の固定資産税の納税者に、縦覧期間中にご覧いた
だくことができます。
■固定資産台帳の閲覧■
固定資産（土地・家屋・償却資産）の所有者や借地借

家人などの関係者は、平成16年度の固定資産税・都市計
画税の課税のもととなる、固定資産税台帳（固定資産の
所有者の住所・氏名、所在地番、評価額、課税標準額な
どが記載されたもの）を閲覧することができます。

５

■
鶏
肉
、
卵
の
安
全
性
■

〇
鶏
卵
を
「
生
」
で
食
べ
る
こ
と
が

健
康
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る

と
の
報
告
は
こ
れ
ま
で
あ
り
ま

せ
ん
が
、
不
安
な
人
は
、
加
熱

す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す

〇
鶏
肉
は
十
分
加
熱
し
て
食
べ
て

く
だ
さ
い
。
未
加
熱
ま
た
は
加

熱
不
十
分
な
ま
ま
で
食
べ
る
こ

と
は
、
食
中
毒
予
防
の
観
点
か

ら
お
す
す
め
で
き
ま
せ
ん

■
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の

人
へ
の
感
染
■

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ

た
鶏
と
接
触
し
て
、
羽
や
粉
末
状

に
な
っ
た
フ
ン
を
吸
い
込
ん
だ
り
、

そ
の
鶏
の
フ
ン
や
内
臓
に
触
れ
た

手
を
介
し
て
鼻
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が

入
っ
た
り
、
人
の
体
内
に
大
量
の

ウ
イ
ル
ス
が
入
っ
た
場
合
に
、
ご

く
ま
れ
に
か
か
る
こ
と
が
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
か
ら
人
に
う
つ
っ
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
例
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■
飼
っ
て
い
る
鳥
、
野
鳥
が
死
ん

で
い
る
の
を
見
つ
け
た
場
合
■

〇
鳥
を
飼
っ
て
い
る
人
の
留
意
点

清
潔
な
状
態
で
飼
育
し
、
ウ
イ

ル
ス
を
運
ん
で
く
る
可
能
性
が
あ

る
野
鳥
が
近
く
に
来
な
い
よ
う
に

し
、
鳥
の
排
せ
つ
物
に
触
れ
た
後

に
は
手
洗
い
と
う
が
い
を
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
心
配
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

〇
飼
っ
て
い
る
鳥
が

死
ん
で
し
ま
っ
た
場
合

原
因
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
鳥

が
次
々
に
連
続
し
て
死
ん
で
し
ま

う
と
い
う
こ
と
が
な
い
限
り
、
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
心
配
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

原
因
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
鳥

が
連
続
し
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
場

合
は
、
そ
の
鳥
に
素
手
で
触
っ
た

り
、
土
に
埋
め
た
り
せ
ず
に
、
な

る
べ
く
早
く
、
お
近
く
の
獣
医
師
、

家
畜
保
健
衛
生
所
、
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
野
鳥
が
死
ん
で
い
る
の
を

見
つ
け
た
場
合

細
菌
や
寄
生
虫
に
感
染
し
な
い

よ
う
、
死
亡
し
た
鳥
を
素
手
で
触

ら
ず
に
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て

き
ち
ん
と
封
を
し
て
廃
棄
物
と
し

て
処
分
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

不
安
な
場
合
に
は
、
家
畜
保
健

衛
生
所
、
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問

合

先

〇
北
九
州
家
畜
保
健
衛
生
所

1（
４
７
１
）
７
８
３
８

〇
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

1（
２
０
１
）
４
１
６
４

高高高高
病病病病
原原原原
性性性性

イイイイ
ンンンン
フフフフ
ルルルル
エエエエ
ンンンン
ザザザザ
を

正
し
く
理
解
し
よ
う
！

鳥



6

３月12日、市内の四つの中学校で卒業式が開か
れました。
中間中学校では、在校生の割れんばかりの拍手

の中、120人の卒業生が体育館に入場してきまし
た。中島朝子校長から各クラスの代表に卒業証書
が手渡されると、卒業生はみな厳粛な面持ちに。
在校生代表の内川仁美さんによる送辞や卒業生

代表の田上啓子さんによる答辞では、３年間の中
学校生活に思いを馳

は

せ、ハンカチを手にする生徒
の姿もあちらこちらで見られました。
また、卒業の歌の合唱では、美しいハーモニー

が会場を包み、「旅立ちの日に」のタイトルどお
り、それぞれの新たな進路に向かう卒業生たちの、
希望に満ちた表情がうかがえました。

別
れ
の
涙
、
旅
立
ち
の
歌

‐
中
学
校
卒
業
式
‐

心もからだも陽気に動かそう
－おどるジャズダンス教室－

３月13日、ジャズダンス教室が体育文化センターで
開催され、幼稚園児から中学生まで120人が、元気い
っぱいに身体を動かしました。
「どこからが手だと思う？」といった講師の問いか

けに、普段意識しない部分まで動かしてストレッチ。
だんだん身体を動かすスピードも速くなります。
会場には国民文化祭ふくお

か2004のマスコット「飛梅丸」
も駆けつけ、子どもたちと仲
良くレッスンに励んでいまし
た。「とても楽しかった」、
「カッコよく踊れるようにな
りたい」などと、元気に感想
を話す子どもたちでした。

真の男女共同参画社会実現に向けて
－中間市男女共同参画プランの原案を策定－

「中間市男女共同参
画プラン策定委員会」
では、11人の委員が昨
年４月から１年間、12
回の審議を重ねて、同
プランの原案を策定し
ました。
３月19日、策定委員

会の佐々木博子会長と板坂耀子副会長から「中間市の男
女のあり方については、スタートに立った段階です」と、
大島市長に報告が行われました。
報告を受け、大島市長は「この原案をもとに市民のみ

なさんの協力を得ながら、中間市が真の男女共同参画社
会となるよう努力します」と答えていました。

童心に戻って楽しく学びました
－中間南尋常小学校で児童とお年寄りが交流－

中間南小学校５年生の企画で、校区の65歳以上の高齢者と児童
がいっしょに学ぶ「中間南尋常小学校」が、１月から３月まで、６
回にわたって開催されました。
参加した24人のお年寄りは、当時の教科書を懐かしそうに眺め、

文部省唱歌をにこやかに歌っていました。パソコンやクッキング
は児童が先生役。日ごろ教わる立場の子どもたちですが、教える
姿も堂々としたものでした。一方で、お年寄りが戦時中や幼いこ
ろの体験を語ると、子どもたちは真剣に聞き入っていました。
３月５日、卒業式が行われ、５年生で校長役の山崎ひかるさん

から、一人ひとりに卒業証書が手渡されました。参加者は「すば
らしい企画なので、ぜひ続けてほしい」と笑顔で語っていました。



春の息吹を満喫した一日
－筑前中間さくら祭り－

桜の名所・垣生公園で３月28日、「筑前中間さ
くら祭り」が開催されました。筑前中間祭り実行
委員会が主催する「中間市三大祭り」の一つで、
少し汗ばむような絶好のお花見日和とあって、市
内外から5,000人を超える人々が集まりました。
会場では、市民が趣向をこらした太鼓演奏や踊

り、カラオケなどを発表し、大きな声援や拍手が
贈られていました。また、埴生神社の子どもみこ
しや門司港バナナのたたき売りなども、祭りに華
を添えていました。
ほかにも、バーベキューや出店で舌鼓をうつ人、

ボートに乗ってゆったりと池を巡る人など、それ
ぞれが春を満喫したようでした。

7

晩ご飯にひと品いかが？
－中底井野で菜の花フェスタ－

３月６日と７日の２日間、中底井野の圃場
ほじょう

で「菜の花
フェスタ2004」が行われました。
元々は、化学肥料の減量のために植えられている菜の

花ですが、市民のみなさんに、一面に広がる菜の花を見
て味わってもらおうと、地元農家でつくる実行委員会が
開催しています。
両日はあいにく、小雨混じりの肌寒さを感じる天候で

したが、多くの親子連れなどが集まり、菜の花狩りを楽
しみました。「毎年心待ちにしています。みそ汁に入れ
たり、漬け物にしたりして食卓に出していますよ」、参
加者の一人は話していました。

第2回北九州市・中間市合併協議会が開催されました
３月30日、「第２

回北九州市・中間市
合併協議会」が　北
九州ハイツで開催さ
れました。
同協議会は、北九

州市と中間市が合併
した場合に新市のあ
るべき姿など、合併
の可否を含めて各種
課題を協議するもの
です。

今回、事務局から提案された議案は、次のとおりです。
●協議項目は、「合併の区域及び方式」など22項目とする
●合併の区域及び方式を、中間市を北九州市に編入す

る「編入合併」方式とする
●合併の期日を合併特例法の適用を受けられる期限ま
でとし、具体的な期日は当該法改正の状況などを踏
まえ、別途協議する
●新市建設計画方針の基本的な考え方として、両市の
一体性の速やかな確立および住民の福祉向上などを
図るとともに、両市の均衡ある発展に資する計画と
する
●事務事業調整方針を、原則的には、北九州市の制度
を基本に調整するが、これにより難い場合は、別途
検討する
●平成16年度北九州市・中間市合併協議会予算の協議
以上６議案の協議を行い、いずれも全会一致で可決

されました。次回「第３回合併協議会」は、４月28日に
開催される予定です。



●
対
象
児

平
成
15
年
12
月
15
日
か

ら
平
成
16
年
１
月
19
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

●
日
　
時

５
月
19
日（
水
）

受
付
・
午
後
１
時
15
分
〜
１
時
45
分

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容

身
体
計
測
・
問
診
・
診
察
・

育
児
相
談
・
母
乳
と
ミ
ル
ク
の
話

●
対
象
児

平
成
15
年
９
月
１
日
か

ら
平
成
15
年
９
月
21
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

●
日
　
時

４
月
21
日（
水
）

受
付
・
午
後
１
時
15
分
〜
１
時
45
分

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容

身
体
計
測
・
問
診
・
診

察
・
育
児
相
談
・
離
乳
食
相

談
・
歯
科
指
導

●
対
象
児

平
成
14
年
10
月
８
日
か

ら
平
成
14
年
11
月
12
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

●
日
　
時

５
月
12
日（
水
）

受
付
・
午
後
１
時
15
分
〜
１
時
45
分

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容
　
問
診
・
身
体
計
測
・
診

察
・
歯
科
健
診
・
育
児
相
談
・
言

語
、
心
理
発
達
相
談
・
栄
養
相
談

・
歯
科
指
導

●
対
象
児

平
成
13
年
４
月
29
日
か

ら
平
成
13
年
５
月
26
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

●
日
　
時

５
月
26
日（
水
）

受
付
・
午
後
１
時
15
分
〜
１
時
45
分

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容

尿
検
査
・
問
診
・
フ
ォ
ト

ス
ク
リ
ナ
ー
検
査（
目
の
写
真
）・
身

体
計
測
・
診
察
・
歯
科
健
診
・
育

児
相
談
・
言
語
、
心
理
発
達
相
談
・

栄
養
相
談
・
歯
科
指
導

●
日
　
時

〇
４
月
22
日（
木
）・
午
後
２
時
〜
４
時

〇
５
月
11
日（
火
）・
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

※
妊
娠
届
出
書
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。

●
対
象
者

ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

●
内
　
容

血
圧
測
定
・
健
康
相
談

※
４
月
30
日
は
尿
検
査
、
体
脂
肪

率
測
定
を
実
施
し
ま
す
。

保
健
ガ
イ
ド

保
健
セ
ン
タ
ー

1（
２
４
６
）
１
６
１
１

母
子
健
康
手
帳
交
付

１
歳
６
ヵ
月
児
健
診

３
歳
児
健
診

７
ヵ
月
児
健
診

４
ヵ
月
児
健
診

健
康
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

だ

よ

り

■
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
は
■

ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
で
、
そ
の
名

の
ご
と
く
赤
ち
ゃ
ん
を
マ
ッ
サ
ー

ジ
す
る
こ
と
。

「
タ
ッ
チ
ン

グ
」
の
名

で
も
知
ら

れ
、
日
本

に
従
来
か

ら
あ
る
「
赤

ち
ゃ
ん
体

操
」
と
効
果
と
し
て
は
同
じ
で
す

が
、「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
の
場

合
、
植
物
オ
イ
ル
を
用
い
る
こ
と

が
特
徴
で
す
。

■
ど
ん
な
効
果
が
あ
る
の
■

大
好
き
な
マ
マ
や
パ
パ
が
、
愛

情
を
込
め
て
優
し
く
タ
ッ
チ
す
る

こ
と
で
、
赤
ち
ゃ
ん
に
安
心
感
を

与
え
、
生
命
力
を
活
発
に
し
て
、

心
や
か
ら
だ
の
発
育
に
よ
い
影
響

を
与
え
ま
す
。

ま
た
、
お
母
さ
ん
自
身
の
体
調

の
安
定
や
、
タ
ッ
チ
を
と
お
し
て

赤
ち
ゃ
ん
の
体
調
や
欲
求
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
親
子
の

信
頼
関
係
が
育
ま
れ
、
赤
ち
ゃ
ん

と
一
体
感
を
も
つ
こ
と
で
気
持
ち

の
う
え
で
も
ゆ
と
り
が
で
き
ま
す
。

■
い
つ
か
ら
始
め
ら
れ
る
の
■

生
後
２
ヵ
月
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か

ら
始
め
る
の
が
よ
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
と
い

う
名
前
か
ら
、
小
さ
い
赤
ち
ゃ
ん

だ
け
の
も
の
と
誤
解
さ
れ
が
ち
で

す
が
、
始
め
る
の
に
遅
す
ぎ
る
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
い
つ
、
ど
の
く
ら
い

す
れ
ば
い
い
の
■

15
〜
20
分
を
目
安
に
行
い
ま
す
。

時
間
が
な
い
と
き
は
、
お
む
つ

を
替
え
る
と
き
に
少
し
足
を
揺
ら

し
て
み
た
り
、
足
の
つ
け
根
を
マ

ッ
サ
ー
ジ
す
る
だ
け
で
も
よ
い
の

で
す
。
毎
日
行
う
に
こ
し
た
こ
と

ご
存
じ
で
す
か

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
？

大
人
だ
っ
て
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
も
ら
っ
た
ら
、
心
身
と

も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま
す
よ
ね
。

こ
れ
は
赤
ち
や
ん
に
も
い
え
る
こ
と
。
言
葉
が
話
せ
な
い
赤

ち
ゃ
ん
の
と
き
こ
そ
、「
触
れ
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
は
大
切
な
の
か
も
…
。

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
マ
マ
や
パ
パ

の
気
持
ち
に
余
裕
が
あ
る
と
き
に
、

そ
し
て
時
間
帯
は
い
つ
で
も
構
い

ま
せ
ん
が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
機
嫌
が

よ
い
と
き
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
ど
ん
な
ふ
う
に
す
る
の
■

赤
ち
ゃ
ん
が
触
ら
せ
て
く
れ
そ

う
な
所
か
ら
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
始
め

て
く
だ
さ
い
。
タ
ッ
チ
は
や
さ
し

く
、
そ
し
て
な
め
ら
か
に
。

オ
イ
ル
を
使
用
す
る
と
よ
り
高

い
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
が
、
肌
に

あ
っ
た
100
％
天
然
植
物
性
オ
イ
ル

を
使
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

８

時
　
間

月
　
日

場
　
所

ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

５
月
11
日（
火
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
00
分

保
健
セ
ン
タ
ー

４
月
30
日（
金
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

始
め
る
の
が
不
安
な
人
に

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
講
習

わ
ん
ぱ
く
広
場
と
育
児
相
談

の
中
で
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
や
り
方
を
お
話
し
ま
す
。

あ
な
た
の
手
を
魔
法
の
手
に
、

そ
し
て
親
子
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
　
時

５
月
24
日
（
月
）
・

受
付
は
午
前
９
時
30
分
〜
10
時

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

※
次
回
は
、
11
月
29
日
（
月
）
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

わ
ん
ぱ
く
広
場
は
、
月
に
１

回
の
み
の
参
加
で
す
。

バ
ス
タ
オ
ル
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。



９

中間市療育支援センター「親子ひろばリンク」が、通谷から中鶴
四丁目（旧ひまわり保育園）に引っ越しました。
4月1日から新たな場所で事業を行っています。これからもよろし

くお願いします。

保護者のみなさんといっしょに、言葉や身体
の発達などに気がかりのあるお子さんの、豊か
な成長と発達のために支援を行うところです。
※当施設は平成15年4月から、児童福祉法の規定に基づく支援費制度
による「児童デイサービス」指定事業所として運営されています。

リンクリンクってどんなところ？

●
た
ん
ぽ
ぽ
教
室
（
親
子
通
園
）

少
人
数
の
親
子
グ
ル
ー
プ
で
、
保
育
士
を
中
心
と
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
い

っ
し
ょ
に
、
心
や
身
体
を
育
て
る
遊
び
や
保
育
を
行
い
ま
す
。

曜
日
に
よ
っ
て
、
ク
ラ
ス
や
時
間
が
異
な
り
ま
す
。
ク
ラ
ス
は
、
お
子

さ
ん
の
年
齢
や
状
況
に
合
わ
せ
て
決
定
し
ま
す
。【
０
〜
６
歳
児
を
対
象
】

●
す
ず
ら
ん
教
室
（
小
集
団
指
導
）

月
１
回
、
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
、
ス
タ
ッ
フ
が
感
覚
統
合
療
法
や
遊

び
を
と
お
し
て
、
お
子
さ
ん
に
自
信
を
つ
け
さ
せ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
高
め
る
指
導
を
行
い
ま
す
。

【
小
学
生
を
対
象
】

●
個
別
相
談
・
指
導

※
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
業
名

こ
と
ば
の
教
室

（
月
１
回
）

言
語
聴
覚
士
が
、
発
音
や
言
葉
に
つ
い
て
の
相
談

や
指
導
・
訓
練
を
行
い
ま
す
。

療

育

相

談

（
月
２
回
）

臨
床
心
理
士
が
、
発
達
に
つ
い
て
の
相
談
や
心
を

育
て
る
援
助
を
行
い
ま
す
。

療

育

訓

練

（
月
１
回
）

理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
が
、
運
動
発
達
に
つ

い
て
の
相
談
や
身
体
を
育
て
る
援
助
を
行
い
ま
す
。

内
　
　
　
容

 医院

コ
ン
ビ
ニ

医院

中間
小学校

Ｊ
Ｒ
中
間
駅

中間大橋

遠
賀
川

堀
　
川

親子ひろば
リ ン ク

親
子
ひ
ろ
ば
リ
ン
ク

〒
８
０
９
‐
０
０
３
７

中
間
市
中
鶴
四
丁
目
７
‐
１

1（
２
４
４
）
０
７
４
２

5（
２
４
４
）
０
７
９
２

私
た
ち
が
お
待
ち
し
て
い
ま
す

●
施
　
設
　
長
　
●
保
　
育
　
士

●
保
　
健
　
師
　
●
臨
床
心
理
士

●
言
語
聴
覚
士
　
●
作
業
療
法
士

●
理
学
療
法
士
　
●
嘱
　
託
　
医

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

親
子
ひ
ろ
ば
リ
ン
ク
で
は
、
行
事
や

療
育
事
業
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
中
で
す
。

登
録
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

リ
ン
ク
の
活
動



こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
み
な
さ
ん
で
つ
く
る
コ
ー
ナ

ー
で
す
。
イ
ラ
ス
ト
や
マ
ン
ガ
、
エ
ッ
セ
イ
、
お

知
ら
せ
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
１
作
品
と
し
、
住
所
、
氏

名（
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
は
別
途
明
記
）、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、『
〒
８
０
９
‐
８
５
０
１
中

間
市
秘
書
課
広
報
広
聴
係
』
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
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小
料
理
屋
の
遂
に
閉
店
黄
砂
降
る

上
底
井
野
　
　
　
　
島
　
津
　
貞
　
子

酢
の
匂
い
厨
に
こ
も
る
雛
の
宵土

手
ノ
内
二
丁
目
　
小
　
田
　
敏
　
子

あ
れ
や
こ
れ
二
月
は
逃
げ
て
了
ひ
け
り

通
谷
五
丁
目
　
　
　
後
　
藤
　
欣
　
子

折
詰
の
隅
に
飯
蛸
か
し
こ
ま
る扇

ヶ
浦
二
丁
目
　
　
宮
　
崎
　
サ
カ
エ

登
校
の
子
ら
に
春
眠
覚
め
に
け
り

通
谷
一
丁
目
　
　
　
石
　
松
　
梅
　
子

蒙
古
塚
と
ひ
と
よ
ぶ
磯
の
石
地
蔵
海
の
ひ
か
り
に
眼
伏
せ
ま
す

桜
台
二
丁
目
　
　
　
柴
　
田
　
と
し
え

初
春
の
雨
に
濡
れ
つ
つ
庭
の
石
は
お
の
も
お
の
も
の
い
ろ
深
む
な
り

砂
山
　
　
　
　
　
　
長
　
野
　
な
る
み

た
ゆ
た
い
て
差
し
潮
満
て
る
河
口
に
し
鯔ぼ

ら

の
群
れ
た
る
か
げ
黝く

ろ

き
か
も

垣
生
　
　
　
　
　
　
勝
　
原
　
た
か
子

去
年

こ

ぞ

よ
り
も
株
の
ふ
え
し
や
蕗
の
薹た

う

あ
さ
黄
み
ど
り
に
萌
え
い
づ
る
か
な

太
賀
三
丁
目
　
　
　
山
　
田
　
さ
ち
子

鴎
外
旧
居
訪
ぬ
る
こ
と
も
な
く
過
ぎ
し
わ
れ
の
小
倉
の
新
婚
時
代

土
手
ノ
内
二
丁
目
　
入
　
部
　
順
　
子

目
い
っ
ぱ
い
桜
を
食
べ
て
い
る
平
和

通
谷
一
丁
目
　
　
　
田
　
中
　
の
ぶ
こ

八
十
路
な
お
幼
な
ご
こ
ろ
が
ま
だ
抜
け
ぬ

朝
霧
一
丁
目
　
　
　
前
　
田
　
弘
　
子

さ
り
げ
な
く
被
っ
て
み
た
い
春
帽
子

太
賀
三
丁
目
　
　
　
國
　
谷
　
美
智
恵

辞
世
の
句
抱
い
て
精
一
杯
生
き
る

太
賀
四
丁
目
　
　
　
和
　
田
　
澄
　
雄

母
と
子
の
笑
顔
写
し
て
し
ゃ
ぼ
ん
玉

岩
瀬
西
町
　
　
　
　
岩
　
崎
　
か
ず
子

金
子
哲
也
　
選

永
山
　
篁
　
選

文

芸

卍
垣生
公園

ス
ト
ア
ー

市営
野球場

底井野
小学校

ＪＡおんが

文

〒

至
　
筑
前

垣
生
駅
↓

やっちゃれ市場の仲間たち こだわりの逸品●
底
井
野
店

毎
週
日
曜
・

午
前
９
時
〜

ロータリー

中間駅

●
中
間
駅
前
店

毎
週
水

曜
・
午
前
９
時
30
分
〜

中間
市役所

消防署

コンビニ

産婦人科

内科ＪＡおんが
中間支店

惣社宮

西鉄
ストアー

筑豊
中間駅

遠
賀
川

●
グ
ル
メ
館
店

毎
月
第
４

土
曜
・
午
前
９
時
30
分
〜

おいしいケーキとハーブを市場に出品
「Ｈｅｒｂｓ＆Ｄｒｅａｍ」（鞍手町）

カントリーケーキ＆ハーブの店
「Ｈｅｒｂｓ＆Ｄｒｅａｍ」です。鞍
手町で営業していますが、このた
び新しく、やっちゃれ市場の仲間
になりました。市場においしいケ
ーキとハーブを出品していますの
で、ご賞味ください。

中
間
市
歌
人
協
会

岡
部
嘉
明
　
選

★なまえ　ビート、サリー、バロン
★飼い主 木下佐和子さん（土手ノ内）
家の中ではいい子ですが、外
に出るとうれしがって、吠

ほ

えて
しまいます。車が大好きです！

北九州を中心に活動している吹奏楽団が、チャ
リティーコンサートを開催します。集められた募金
は、阪神淡路大震災の被災者に寄付されます。
みなさんお誘い合わせのうえ、ご来場ください。

●と　き ５月３日（月）・午後２時開演
●ところ なかまハーモニーホール・大ホール
●演　目 おほなゐ（阪神淡路大震災へのオマージュ）、

ＦｅｓｔｉｖａｌＭａｒｃｈ、リバーダンス ほか
●問合先 藤河携帯1０９０（３４１０）３７９９

やっちゃれ市場では仲間（生産者）を募集中です
申込や詳しい内容は、毎週日曜日9：00～12：00底井野

店または毎週水曜日9：00～14：00中間駅前店まで。
●やっちゃれ市場携帯1０９０（９４０１）９２５５



生後６ヵ月～５歳のお子さん募集中！
「わが家のすこやかちゃん」欄では、元気なお子さん

（生後６ヵ月～５歳）を掲載します。広報紙デビューのチ
ャンスです。ふるってご応募ください。
ご希望の人は、① お子さんの写真 ② 名前 ③ 生年月
日 ④ 両親の名前 ⑤ 住所 ⑥ 電話番号 ⑦ 紹介文（60
字～70字程度）を添えてお送りください。

脳を若く保つレシピ

今月のオススメ図書

北九州市や直方市、行橋市、豊前市、遠賀郡、鞍手
郡、京都郡（苅田町は除く）、築上郡の図書館も利
用できます。詳しくはおたずねください。
●問合先 市民図書館1（２４５）４６６４

本多京子・著
40・50歳代も油断は禁

物！　脳の老化は生活習慣
で加速する。
元気な脳を保つためのレ

シピと生活術を一挙公開。
おいしく食べて脳の若さを
キープしよう。

うきうきしたら
オールバラ・著、絵

ある朝、こいぬのシド
はなんだかうきうきして
きたと思ったら、あれ
れ？宙にふんわり浮いて、
青い空をすーいすい！
でも、だれもシドの話

を信じてくれません…。
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橋
はし

本
もと

成
じょう

ちゃん

平成14年７月26日生（扇ヶ浦三丁目）

父・哲さん　母・さゆみさん

やんちゃで元気いっぱ
いのジョーのおかげで、
毎日楽しくて仕方があり
ません。優しくて強い子
になってね。

久
く

保
ぼ

星
せい

弥
や

ちゃん

平成13年10月６日生（中尾三丁目）

父・稔さん　母・美幸さん

昨年９月に弟が生まれ
て、毎日チューばかりし
ている星ちゃん。
兄弟仲良く、元気に育

ってね。

G’day！ 12月のエッセイでは、ク
リスマスの起源――イエス・キリスト

の生誕について話しました。さて、今回は西洋の重要な休
日であるイースターのことをお伝えします。
イースターには、Good Fridayと呼ばれる金曜日から

Easter Mondayと呼ばれる月曜日まで、４日間のお休み
があります。毎年、日にちは異なっていて（中国の新年の
ように）、今年は4月11日から14日までです。
イースターは複雑な物語で、イエスの死と復活のお話で

す。聖書から基本的な物語をひも解いてみましょう。
イエスは33歳のとき、エルサレムへ行きました。多くの

人々が彼を歓迎しましたが、一部の人は彼が新しい考え方
を教えようとしたために憎んでいました。彼らはイエスを
殺害したかったのです。町でイエスは12人の弟子と食事を
しました。彼は弟子たちに自分のことを覚えておくように
言いました。イエスは悲しそうでした。なぜなら、彼らに
別れを告げなければならなかったからです。
その夜、イエスがお祈りのために庭に出ていると、突然

人々がやってきてイエスを捕えました。イエスはユダヤの
指導者のところに連れていかれ、そして反逆者としてロー
マ人のもとへ送られました。民衆は「彼を殺せ！」と叫び
ました。ローマ人は暴動が起こることを心配しました。
イエスはむち打たれ、十字架にはりつけにされ、亡くな

りました。友人たちが遺体を墓に埋葬しました。それが金
曜日の夕方のことです。日曜日の朝、何人かが墓に行くと、
入口が開いていて、イエスはいませんでした。
その後、多くの人がイエスを見かけたといいます。信奉

者たちが彼と話し、会食をしました。彼は復活したのです。
その後、人々はイエスが天へ昇るのを見ました。
今日、キリスト教徒はこの物語を真実だと考えています。
彼らはイエスをとおして、死後の新しい命のことを信じる
ことができます。イースターはこの信仰の礎

いしずえ

となるものです。
十字架は、今ではキリスト教のシンボルです。また、イ

ースターラビットやイースターエッグは春と新しい生命の
シンボルとなっています。
４月には、春が運んでくる新しい命を楽しみましょう。

イースターの話
外国語指導助手として、市内の中学校で英語の授業を行ってい
る、マイケル・フィリップスさんのエッセイです。



●
採
用
予
定
人
数

４
人

●
資
格
要
件

社
会
福
祉
士
、
介

護
福
祉
士
、
看
護
師
の
い
ず
れ

か
の
免
許
を
有
す
る
人
で
、
普

通
運
転
免
許
を
有
す
る
人

●
職
務
内
容

高
齢
者
の
家
庭
訪

問
●
選
考
方
法

面
接
（
面
接
日
は
後

日
連
絡
し
ま
す
）

※
面
接
時
に
免
許
証
の
写
し
・
履

歴
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。

●
雇
用
期
間

５
月
１
日
〜
平
成

17
年
３
月
31
日

●
申
込
方
法

電
話
で
申
込

●
申
込
・
問
合
先

中
間
市
基
幹

型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
〔
通

谷
一
丁
目
36
‐
10
・
1（
２
４
５
）

７
７
１
６
〕

中
間
市
の
公
共
工
事
の
発
注
見

通
し
や
入
札
、
契
約
に
関
す
る
情

報
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

●
閲
覧
期
間

〇
発
注
見
通
し
情
報
…
平
成
16
年

度
末
ま
で

〇
入
札
情
報
…
入
札
終
了
日
か
ら

１
年
間

〇
契
約
情
報
…
契
約
締
結
日
か
ら

１
年
間

●
閲
覧
場
所

契
約
課
閲
覧
所
（
市

役
所
別
館
４
階
）

●
閲
覧
内
容

発
注
予
定
工
事
名
、
時
期
な
ど
や

発
注
済
み
工
事
に
関
す
る
入
札

金
額
、
落
札
金
額
、
契
約
の
相

手
方
な
ど
、「
公
共
工
事
の
入
札

及
び
契
約
の
適
正
化
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」
と
「
同
法
施
行

令
」
に
定
め
る
内
容

●
問

合

先

契
約
課
1（
２
４
６
）

６
２
５
５

福
岡
県
で
は
、
市
街
化
調
整
区

域
の
容
積
率
お
よ
び
建
ペ
い
率
な

ど
の
見
直
し
を
行
い
、
昨
年
12
月

に
数
値
を
決
定
し
、
今
年
５
月
17

日
か
ら
適
用
を
開
始
し
ま
す
。

●
容
積
率
・
建
ペ
い
率

中
間
市

の
市
街
化
調
整
区
域
に
お
い
て

は
、
容
積
率
は
200
％
、
建
ペ
い

率
は
60
％
と
な
り
ま
す

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す

①
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
く

http://w
w
w
.pref.fukuoka.jp

②
「
県
民
便
利
帳
」
の
「
住
ま
い

と
交
通
」
に
あ
る
「
都
市
計
画
・

ま
ち
づ
く
り
」
を
ク
リ
ッ
ク

③
「
福
岡
県
の
用
途
白
地
地
域
に

お
け
る
容
積
率
・
建
ペ
い
率
等

に
つ
い
て
」
を
ク
リ
ッ
ク
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作作りり方方

中間市食生活改善推進会（緑の会）

おすすめ料理
豆腐とタコのプロバンス風 材　料（２人分）

豆腐（木綿）……１丁（350g）
ゆでダコ………………100g
エリンギ……………大１本
にんにく（みじん切り）…小さじ１
パセリ（みじん切り）……大さじ１
塩、こしょう………各適量
オリーブ油……大さじ１2/3

①豆腐はバットに入れ、水を入れた
小ボウルをのせたバットをその上
にのせて、30分ほどおいて水きり
をします。
②①の豆腐は２cmほどの角切りに
し、タコとエリンギも同じくらい
の大きさの角切りにします。
③フライパンを熱してオリーブ油大
さじ2/3をなじませ、②の豆腐を
入れて全体に転がしながら薄く色
づくまで妙め、軽く塩、こしょう
をしていったん取り出します。

④③のフライパンに残りのオリー
ブ油を足し、タコとエリンギを入
れて弱火でゆっくりと妙めます。
⑤④のエリンギがしんなりとして
きたら、にんにくのみじん切りを
加えて妙め合わせ、③の豆腐を
戻し入れます。
⑥全体に大きく混ぜながら手早く妙
め、塩小さじ1/3とこしょう少々
をふり、パセリのみじん切りも加
えて、さっとひと混ぜしてから器
に盛りつけます。１人分277kcal

●
既
存
不
適
格
建
築
物
の
届
け
出

新
た
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
容
積
率
に
適
合
し
な
く
な
っ

た
既
存
の
建
築
物
（
既
存
不
適
格

建
築
物
）
に
つ
い
て
は
、
今
年
５

月
17
日
か
ら
11
月
16
日
ま
で
の
間

に
、
北
九
州
土
木
事
務
所
に
届
け

出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
建
ペ
い
率
に
適
合
し
な

く
な
っ
た
既
存
不
適
格
建
築
物
に

つ
い
て
は
届
け
出
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

●
問

合

先

福
岡
県
建
築
指
導
課

1
０
９
２（
６
４
３
）
３
７
２
２

福
岡
県
北
九
州
土
木
事
務
所
建
築

指
導
課
1（
６
０
１
）
６
４
９
４

心
配
ご
と
相
談
で
、
弁
護
士
を

必
要
と
す
る
相
談
に
つ
い
て
は
、
４

月
か
ら
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

先
着
10
人
ま
で
と
な
り
ま
す
の

で
、
相
談
日
の
前
日
ま
で
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
日
程
は
16
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

●
申
込
日
時

月
曜
〜
金
曜
日
・

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
申
込
場
所

社
会
福
祉
協
議
会

（
通
谷
一
丁
目
36
‐
10
）
の
窓
口

●
問

合

先

中
間
市
社
会
福
祉
協

議
会
1（
２
４
４
）
１
２
３
０

中
間
市
の
公
共
工
事
の

情
報
が
閲
覧
で
き
ま
す

中
間
市
非
常
勤
嘱
託
職
員
を
募
集

‐
基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
‐

〜
心
配
ご
と
相
談
の
〜

弁
護
士
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す

〜
市
街
化
調
整
区
域
の
〜

容
積
率
・
建
ぺ
い
率
が
決
定

船津教育長が
福岡県教育文化表彰を受けました

２月16日、福岡市の
福岡リーセントホテル
で「平成15年度福岡県
教育文化表彰式」が開
催され、船津春美教育

長が教育行政部門で福岡県教育文化表
彰を受けました。
船津教育長は、平成５年１月に現職

に就任後、子どもたちの体験学習や国
際交流など、各種事業に取り組み、市
の教育行政に尽力するとともに、文部
科学省の教育課程審議会委員、中央教
育審議会委員などを歴任しています。
今回、その功績が高く評価されての

受賞となりました。「今後も子どもた
ちの学ぶ力を育てるために力を尽くし
たい」と話す教育長。
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水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
の

定
め
に
よ
り
８
年
に
一
度
、
取
り

替
え
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
一
部
の
地
区
で
、

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

取
り
替
え
に
つ
い
て
は
、
市
の

委
託
を
受
け
た
水
道
業
者
が
無
料

で
行
い
ま
す
。

取
り
替
え
に
際
し
、
不
審
な
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
水
道
局
発
行

の
業
務
委
託
証
明
書
の
提
示
を
求

め
て
く
だ
さ
い
。

※
中
間
市
で
は
、
毎
月
３
日
か
ら

20
日
に
か
け
て
、
市
の
委
託
を
受

け
た
検
針
員
が
、
検
針
業
務
の
た

め
各
家
庭
を
訪
問
し
、
敷
地
な
ど

に
入
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問

合

先

水
道
局
営
業
課

1（
２
４
６
）
６
２
６
４

危
険
物
取
扱
者
試
験

●
日
　
　
時

６
月
20
日
（
日
）
・

午
前
10
時
〜

●
場
　
　
所

九
州
共
立
大
学
ほ
か

●
試
験
の
種
類
と
受
験
料

〇
甲
種
…
…
…
…
５
、
０
０
０
円

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

受
験
準
備
講
習
会
を
開
催

〇
乙
種
…
…
…
…
３
、
４
０
０
円

〇
丙
種
…
…
…
…
２
、
７
０
０
円

●
申
込
方
法

４
月
30
日
（
金
）
の

消
印
ま
で
に
（
財
）
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
（
〒
８
１
２
‐

０
０
５
４
福
岡
市
東
区
馬
出
四

丁
目
10
‐
１
）
に
願
書
を
郵
送

※
願
書
と
受
験
案
内
は
中
間
市
消

防
署
に
あ
り
ま
す
。

受
験
準
備
講
習
会

●
日
　
　
時

６
月
６
日
（
日
）
・

午
前
８
時
30
分
〜

●
場
　
　
所

中
間
市
消
防
署

●
講
習
の
種
類
と
受
講
料

〇
乙
種
（
第
四
類
）
…
２
、
０
０
０
円

〇
丙
種

…
…
…
…
２
、
０
０
０
円

●
申
込
方
法

６
月
５
日
（
土
）
ま

で
に
中
間
市
消
防
署
に
申
込

※
テ
キ
ス
ト
・
問
題
集
は
実
費
で

配
付
し
ま
す
。

い
ず
れ
も

●
問

合

先

中
間
市
消
防
署
予

防
係
1（
２
４
５
）
０
９
０
１

４
月
か
ら
新
設
さ
れ
た
「
さ
く

ら
保
育
園
」
内
で
、
遊
び
の
場
を

開
放
す
る
「
レ
イ
ン
ボ
ー
広
場
」

を
開
設
し
ま
す
。

親
子
で
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。

●
日
　
　
時

【
４
月
12
日
〜
】
毎

週
月
曜
〜
木
曜
日
・
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

●
場
　
　
所

さ
く
ら
保
育
園
内

～中間市次世代育成支援行動計画～

策定委員会の委員を募集します
中間市では、家庭や地域の子育て力の低下に対応して、

次世代を担う子どもを育成する家庭を社会全体で支援する
「中間市次世代育成支援行動計画」を策定することにして
います。この策定委員会の委員を募集します。
●応募要領 400字詰め原稿用紙（２～３枚程度）に、応募
の動機または次世代育成支援への関心などを小論文にま
とめ、原稿用紙の裏面に、子どもの年齢・住所・氏名・
性別・電話番号を明記して、郵送または
直接お持ちください。
●募集人数 ２人程度（応募多数の場合は、
小論文を参考に選考します）

●応募資格 市内在住で、小学校６年生以下の児童の保護者
●募集締切 ５月10日（月）・消印有効
●委員任期 平成17年３月31日まで
●応募・問合先 社会福祉課福祉係〔〒８０９‐８５０１
中間一丁目１‐１・1（２４６）６２４８〕

〜
一
部
の
地
区
で
〜

水
道
メ
ー
タ
ー
を
取
り
替
え
ま
す

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」

■
子
育
て
の
相
談
■

子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や
心
配

な
ど
相
談
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
　
　
時

毎
週
月
曜
〜
金
曜

日
・
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
相
談
方
法

電
話
ま
た
は
来
所
の

い
ず
れ
で
も
相
談
で
き
ま
す

●
問

合

先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

1（
２
４
５
）
５
５
５
７

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
食
」

を
中
心
と
し
た
生
活
習
慣
病
予
防

教
室
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
内
　
　
容

栄
養
士
の
講
話
と

調
理
実
習

●
日
　
　
時

４
月
24
日
（
土
）
・

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

●
場
　
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
テ

ー

マ
　
「
食
事
で
防
ぐ
糖

尿
病
」

●
定
　
　
員

30
人

●
参

加

費

300
円
（
材
料
費
）

●
持
っ
て
く
る
も
の

筆
記
用
具
、

エ
プ
ロ
ン
、
電
卓

●
申
込
・
問
合
先

保
健
セ
ン
タ
ー

1（
２
４
６
）
１
６
１
１

集
団
健
診
６
月
分
の
申
込
受
付

が
始
ま
り
ま
し
た
。

基
本
健
診
と
各
種
が
ん
検
診
が

同
時
に
受
け
ら
れ
る
総
合
健
診
で

す
。

●
受
付
期
間

４
月
９
日
（
金
）
〜

５
月
７
日
（
金
）

※
詳
し
く
は
、
各
世
帯
に
配
布
さ

れ
て
い
る
平
成
16
年
度
版
「
健
康

づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
問

合

先

保
健
セ
ン
タ
ー

1（
２
４
６
）
１
６
１
１

～ＪＲ中間駅前に～

送迎用駐車場を増設しました
４月16日からＪＲ中間駅前の送迎

用の一時駐車スペースを拡大します。
周辺の交通混雑解消のために、ご

活用ください。

●問 合 先 土木課維持２係
1（２４６）６２５９

栄
養
教
室
を
開
催
し
ま
す

〜
食
事
で
防
ぐ
生
活
習
慣
病
〜

ＪＲ中間駅

タクシー待機用

一
般
送
迎
用

春
の
集
団
健
診
が

始
ま
り
ま
す
！

〜
親
子
で
遊
ぼ
う
〜

レ
イ
ン
ボ
ー
広
場
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青
年
海
外
協
力
隊
や
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
、
募
集

説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
日
　
　
時

〇
青
年
海
外
協
力
隊
・
日
系
社
会

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…
５
月
８

日
（
土
）
・
午
後
３
時
〜
６
時

〇
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…

４
月
26
日
（
月
）
・
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
45
分

●
説
明
会
場

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
・

大
会
議
室
（
八
幡
東
区
平
野
二

丁
目
２
‐
１
）

●
応
募
資
格

〇
青
年
海
外
協
力
隊
・
日
系
社
会

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…
20
歳
〜

39
歳
の
日
本
国
籍
を
持
つ
人

〇
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…

40
歳
〜
69
歳
の
日
本
国
籍
を
持

つ
人

●
派
遣
期
間

原
則
と
し
て
２
年
間

●
派
遣
職
種

〇
青
年
海
外
協
力
隊
…
農
林
水
産
、

加
工
、
保
守
操
作
、
土
木
建
築
、

保
健
衛
生
、
教
育
文
化
、
ス
ポ

ー
ツ
の
７
部
門
・
約
140
職
種

〇
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

…
農
林
水
産
・
教
養
文
化
・
医

療
福
祉

〇
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…

計
画
・
行
政
、
公
共
・
公
益
事

業
、
農
林
水
産
、
鉱
工
業
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
商
業
・
観
光
、
人

的
資
源
、
保
健
・
医
療
、
社
会

福
祉

●
資
料
請
求
・
問
合
先

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
1
（
６
７
１
）

８
３
４
９

福
岡
県
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

生
き
生
き
と
元
気
に
遊
ぶ
姿
を
地

域
に
取
り
戻
す
た
め
、「
ア
ン
ビ
シ

ャ
ス
広
場
」
づ
く
り
事
業
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
地
域
の
公
民
館

や
集
会
所
、
学
校
の
空
き
教
室
な

ど
を
利
用
し
、
週
２
日
以
上
、
子

ど
も
た
ち
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
、

自
由
に
遊
べ
る
居
場
所
を
作
ろ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

内
容
を
審
査
の
う
え
、
週
あ
た

り
の
開
所
日
数
な
ど
に
応
じ
て
、

100
万
円
以
内
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

●
申
込
締
切

５
月
17
日
（
月
）

※
平
成
16
年
度
が
最
後
の
新
規
募

集
で
す
。

●
申
込
・
問
合
先

福
岡
県
青
少

年
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
運
動
推
進
室

1
０
９
２
（
６
４
３
）
３
４
０
２

福
岡
県
弁
護
士
会
で
は
、
広
報

活
動
の
一
環
と
し
て
無
料
法
律
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
　
　
時

５
月
11
日
（
火
）
・

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
12
時
30

分
、
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30

分
●
場
　
　
所

北
九
州
弁
護
士
会

館
（
小
倉
北
区
金
田
一
丁
目
４
‐

２
）

●
電
話
予
約
受
付

４
月
26
日（
月
）

・
午
前
９
時
か
ら
受
付

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先

北
九
州
法
律

相
談
セ
ン
タ
ー

1（
５
６
１
）
０
３
６
０

防
衛
庁
で
は
、
来
年
４
月
入
隊

の
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
幹
部
候
補

生
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格

平
成
17
年
４
月
１

日
現
在
、
20
歳
以
上
26
歳
未
満

〔
22
歳
未
満
は
大
卒
（
見
込
み
を

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
を
募
集

〜
憲
法
週
間
〜

無
料
法
律
相
談

〜
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
〜

新
規
開
設
の
募
集

献血にご協力ください！
慢性的に輸血用血液が不足しています。移

動献血車がやって来ますので、ご協力ください。
●日　時 ４月26日（月）・午前10時～午後

４時30分
●場　所 ショッパーズモールなかま・連絡

通路
●問合先 北九州赤十字血液センター

1（６３１）１２１１

青
年
海
外
協
力
隊
説
明
会

看護の日のつどいを開催
福岡県では、「看護の心をみんなの心に」を

テーマに、看護の心、ケアの心を一人ひとりに
分かち合っていただくため、「看護の日のつど
い」を開催します。
●日　　時 ５月８日（土）・午後１時～４時
●場　　所 パピヨン24ガスホール（福岡市博多

区千代一丁目17‐１）
●参 加 費 無料
●内　　容
○看護職員知事表彰
○ふれあい看護体験発表
○講演「家族を看護する
ということ」
講師　渡辺裕子さん（家族ケア研究所所長）

※健康相談や、看護師になるための進路相談も
開設しています。
●問 合 先 福岡県保健福祉部医療指導課

1０９２（６４３）３２７６

含
む
）〕
で
大
学
卒
業
程
度
の

学
力
を
有
す
る
人

●
応
募
締
切

５
月
11
日
（
火
）

●
試

験

日

５
月
22
日
（
土
）
〜

23
日
（
日
）

●
問

合

先

芦
屋
募
集
事
務
所

1（
２
２
３
）
０
９
８
１

●
実
施
日
・
出
発
地
・
見
学
先

〇
７
月
１
日
（
木
）
・
久
留
米
発
・

緑
化
セ
ン
タ
ー
、
工
業
技
術
セ

ン
タ
ー
生
物
食
品
研
究
所

〇
７
月
６
日
（
火
）
・
八
幡
発
・
身

体
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
、
消
防
学
校

〇
７
月
14
日
（
水
）
・
博
多
発
・
福

岡
北
九
州
高
速
道
路
公
社
本
社
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
ア
ク
シ

オ
ン
福
岡

●
応
募
資
格

県
内
在
住
の
18
歳

以
上
の
人

●
募
集
人
数

各
45
人
程
度

●
参

加

費

無
料（
昼
食
は
各
自

お
持
ち
く
だ
さ
い
）

●
応
募
方
法

は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
希
望
日
を
記
入
し
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い

※
１
枚
の
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
３

人
ま
で
申
し
込
め
ま
す
。
同
行
者

の
氏
名
、
年
齢
も
記
載
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切

６
月
11
日
（
金
）

●
応
募
・
問
合
先

福
岡
県
県
民

情
報
広
報
課
〔
〒
８
１
２
‐
８

５
７
７
（
郵
便
番
号
の
み
で
届

き
ま
す
）〕

1
０
９
２
（
６
４
３
）
３
１
０
３

5
０
９
２
（
６
４
３
）
３
１
０
７

〜
県
政
バ
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
号
〜

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
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香
典
返
し
　
　
　
　
　
　
敬
称
略

〇
寄
　
宗
　
絹
　
枝
（
通
谷
二
丁
目
）

〇
藤
　
本
　
武
　
二
（
岩
瀬
西
町
）

〇
大
　
石
　
タ
カ
エ
（
太
賀
一
丁
目
）

〇
若
　
山
　
登
美
子
（
岩
瀬
一
丁
目
）

〇
松
　
枝
　
光
　
子
（
中
央
五
丁
目
）

〇
細
　
山
　
幸
　
江
（
小
田
ヶ
浦
一
丁
目
）

〇
永
　
住
　
正
　
人
（
太
賀
二
丁
目
）

〇
石
　
田
　
幸
　
彦
（
長
津
二
丁
目
）

〇
栗
　
原
　
利
　
夫
（
中
央
二
丁
目
）

〇
林
　
　
　
廣
　
子
（
通
谷
一
丁
目
）

〇
松
　
田
　
敦
　
子
（
扇
ヶ
浦
四
丁
目
）

〇
阿
　
部
　
哲
　
之
（
扇
ヶ
浦
二
丁
目
）

〇
嶋
　
津
　
淳
　
一
（
中
間
四
丁
目
）

〇
岡
　
　
　
　
　
孝
（
垣
生
）

〇
津
　
田
　
一
　
弘
（
蓮
花
寺
三
丁
目
）

〇
柴
　
田
　
サ
ツ
キ
（
長
津
一
丁
目
）

〇
渡
　
部
　
　
　
博
（
土
手
ノ
内
一
丁
目
）

〇
楠
　
冨
　
幸
　
代
（
中
央
一
丁
目
）

〇
宮
　
原
　
千
　
明
（
小
田
ヶ
浦
二
丁
目
）

篤
志
寄
付

〇
な
か
ま
市
民
吹
奏
楽
団
「
Ｓ
Ｏ
Ｂ
」

中
間
市
社
会
福
祉
協
議
会

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、
心
に

不
安
や
悩
み
を
持
つ
子
ど
も
た
ち

の
「
話
し
相
手
」、「
遊
び
相
手
」

と
な
る
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
人
数

150
人
程
度

●
応
募
資
格

〇
教
師
や
心
理
士
を
め
ざ
し
て
教

職
課
程
や
心
理
学
を
学
び
、
子

ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
活
動
し
た

り
、
相
談
相
手
と
な
っ
た
り
で

き
、
子
ど
も
へ
の
理
解
と
情
熱

が
あ
る
、
大
学
２
年
生
以
上
の

学
生
（
大
学
院
生
を
含
む
）

○
週
１
日
（
月
曜
〜
金
曜
日
）
４
時

間
、
３
ヵ
月
以
上
は
継
続
的
に

活
動
可
能
な
学
生

※
申
込
を
し
た
人
は
、「
面
接
・

説
明
会
」
に
必
ず
出
席
し
て
く
だ

さ
い（
出
席
通
知
は
行
い
ま
せ
ん
）。

な
お
、
過
去
に
ヤ
ン
グ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
経
験
し
た
人
は
、
面

接
・
説
明
会
へ
の
出
席
を
免
除
さ

れ
ま
す
。

●
面
接
・
説
明
会

５
月
８
日（
土
）

・
午
前
10
時
〜
正
午
・
福
岡
県

立
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
（
糟

屋
郡
篠
栗
町
金
出
３
３
５
０
‐

２
）

※
受
付
は
午
前
９
時
30
分
〜
。

●
応
募
締
切

４
月
16
日（
金
）・
必
着

●
応
募
方
法

所
定
の
申
込
票
１
通

と
、
80
円
切
手
を
貼
り
宛
名
を

明
記
し
た
返
信
用
封
筒
を
同
封

の
う
え
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

※
申
込
書
は
教
育
委
員
会
指
導
課

（
市
役
所
３
階
）
に
あ
り
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先

福
岡
県
教
育

庁
教
育
振
興
部
義
務
教
育
課
ヤ

ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
係
（
〒
８

１
２
‐
８
５
７
５
福
岡
市
博
多

区
東
公
園
７
‐
７
）

1
０
９
２
（
６
４
３
）
３
９
１
１

遠
賀
川
や
市
街
地
に
、
い
っ
ぱ

い
の
コ
ス
モ
ス
を
植
え
る
「
中
間

コ
ス
モ
ス
絵
巻
の
会
」
が
発
足
し

ま
し
た
。

荒
地
の
整
地
、
草
取
り
、
肥
料

や
り
、
種
ま
き
、
水
や
り
な
ど
を

い
っ
し
ょ
に
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先

中
間
コ
ス
モ

ス
絵
巻
の
会
事
務
局
・
大
庭
宅

〔
中
央
四
丁
目
８
‐
13
・
1
5

（
２
４
６
）
１
７
０
０
〕

 
「
あ
す
ば
る
」
は
、
県
内
各
地

域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
や
女

性
問
題
に
関
す
る
情
報
を
収
集
・

提
供
し
、
あ
す
ば
る
の
情
報
を
発

信
し
て
い
た
だ
け
る
「
地
域
情
報

リ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
活
動
内
容

あ
す
ば
る
が
主
催
す

る
会
議
・
研
修
会
へ
の
出
席
、

地
域
で
の
男
女
共
同
参
画
や
女

性
問
題
に
関
す
る
情
報
収
集
、

あ
す
ば
る
事
業
に
関
す
る
リ
ポ

ー
ト
の
提
出
（
年
５
回
程
度
）、

あ
す
ば
る
事
業
の
Ｐ
Ｒ

●
参
加
資
格

県
内
在
住
か
通
勤
・

通
学
で
、
あ
す
ば
る
の
活
動
に

興
味
が
あ
り
、
地
域
や
団
体
・

グ
ル
ー
プ
な
ど
で
活
動
し
た
経

験
の
あ
る
人
、
ま
た
は
今
後
活

動
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人

●
謝
　
　
礼

年
１
８
、０
０
０
円

を
限
度
に
支
払
い
ま
す

●
申
込
方
法

企
画
財
政
課
（
市
役

所
２
階
）
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

４
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
郵
送

か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
送
り
く
だ
さ
い

●
申
込
・
問
合
先

福
岡
県
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
あ
す
ば
る

「
地
域
情
報
リ
ポ
ー
タ
ー
」
係

（
〒
８
１
６
‐
０
８
０
４
春
日

市
原
町
三
丁
目
１
‐
７
・
ク
ロ

ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

1
０
９
２
（
５
８
４
）
１
２
６
３

5
０
９
２
（
５
８
４
）
１
２
６
４

●
受
験
資
格
・
採
用
予
定
人
数

〇
看
護
師
…
看
護
師
免
許
（
准
・

正
）
を
有
す
る
人
・
４
人
程
度

●
受
験
で
き
な
い
人

〇
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当

す
る
人

●
応
募
方
法

履
歴
書
お
よ
び
看
護

師
免
許
（
准
・
正
）
の
写
し
を
、

市
立
病
院
事
務
局
ま
で
お
持
ち

く
だ
さ
い

※
先
着
順
に
面
接
を
行
い
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
応
募
・
問
合
先

中
間
市
立
病
院
〔
蓮
花
寺
三
丁

‐
市
の
花
コ
ス
モ
ス
を
植
え
よ
う
！
‐

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

〜
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〜

ヤ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
募
集

‐
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
あ
す
ば
る
‐

地
域
情
報
リ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集

有
料
広
告
欄

目
１
‐
７
・
1（
２
４
５
）
０
９

８
１
〕

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
　
　
時

４
月
23
日
（
金
）
〜

25
日
（
日
）

〇
23
日
・
午
前
11
時
〜
午
後
５
時

〇
24
日
・
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〇
25
日
・
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
場
　
　
所

な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
・
展
示
室

※
入
場
は
無
料
で
す
。

●
問

合

先

中
間
盆
栽
同
好
会
事

務
局
・
徳
丸
宅
1（
２
４
４
）
５

０
４
８

中
間
市
嘱
託
職
員
を
募
集

‐
中
間
市
立
病
院
‐

「
盆
栽
展
」
を
開
催
し
ま
す
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▼
毎
年
３
月
〜
４
月
に
は
、「
人

の
動
き
」
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

卒
業
、
入
学
、
退
職
、
就
職
な
ど
、

人
生
の
転
換
期
を
迎
え
た
人
も
多

い
の
で
は
…
。
私
も
、
４
年
め
に

突
入
し
ま
し
た
。
石
の
上
に
も
３

年
。
何
か
が
変
わ
る
は
ず
で
す
が
、

相
棒
と
二
人
何
も
変
化
な
し
。

新
年
度
を
迎
え
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
気
分
で
、
何
か
を
変
え
る
べ
く
、

ニ
ュ
ー
広
報
づ
く
り
に
挑
戦
し
た

い
も
の
で
す
。

（
彦
）

▼
先
日
写
真
撮
影
に
遠
賀
橋
の
す

ぐ
上
流
の
新
日
鐵
取
水
堰

し
ゅ
す
い
ぜ
き

に
行
き

ま
し
た
。
こ
こ
に
サ
ケ
が
の
ぼ
り

や
す
い
よ
う
に
魚
道
が
設
け
ら
れ

て
い
る
ん
で
す
が
、
完
成
し
た
ば

か
り
の
平
成
９
年
に
行
っ
て
以
来

久
し
ぶ
り
。
実
は
「
中
の
島
」
内

を
歩
か
な
い
と
た
ど
り
つ
け
な
い

の
で
す
。
葦
を
か
き
分
け
、
汗
を

か
き
つ
つ
、
取
材
に
良
い
気
候
に

な
っ
た
と
実
感
し
ま
し
た
。
（
智
）

〇日時…５月14日（金）、21日（金）、
27日（木）・午後３時～５時
（前日まで予約受付・受付時
間は月曜日～金曜日の午前９
時～午後５時・定員10人）

〇場所…ハピネスなかま
※14日は河原弁護士、21日は桑
原弁護士、27日は高橋弁護士の
相談です。

〇日時…４月28日（水）、５月12
日（水）・午前10時～午後３時
〇場所…４/28 ハピネスなかま
５/12 市役所地階・第１会議室

〇日時…４月21日（水）・午前９
時～午後４時
〇場所…市役所３階・教科書展示室
※「いじめ」、「不登校」などに関
する相談も受け付けます。

〇日時…５月13日（木）・午前10
時～午後４時（受付は３時まで）
〇場所…ハピネスなかま

〇日時…５月14日（金）、21日（金）・
午後３時～５時
〇場所…ハピネスなかま

〇相談受付　月曜日～金曜日・
午前９時～午後４時
〇場所…市役所本館２階経済振興
課・相談室

〇相談受付　月曜日～金曜日・
午前９時～午後５時
〇場所…市役所本館３階・相談室
※子どもの養育についてのあら
ゆる相談を受けます。（しつけ、
不登校、いじめ、養育者の問
題など）

〇相談受付　月曜日～金曜日・
午前９時～午後５時

〇場所…少年相談センター（働く
婦人の家２階）

無料相談
～気軽にご利用ください～

心配ごと相談

社会保険事務所年金相談

個別教育相談

消費者相談

行政相談

県巡回交通事故相談

家庭児童相談

あんない

悩み・いじめ・教育相談

●お問い合わせは…　なかまハーモニーホール1（２４５）８０００

入場無料

●と　き ４月22日（木）・午後６時30
分～

●ところ なかまハーモニーホール・
エントランスホール

●出　演 楠本理規さん（サックス）、
森　翠さん（ピアノ）

●曲　目 「Ａ列車で行こう」、「襟裳
岬」 ほか

今回はカラオケサックスの復活です！さまざまなジ
ャンル・スタイルをお楽しみください。

２月に出演した
「あんさんぶる風」
のみなさん

ミュージック・スクエア
出演者募集中
日ごろの練習の成果を発
表する絶好の機会です。

●チケットの取り扱いは…〇なかまハーモニーホール1093（245）8000
〇チケットぴあ10570（02）9966 〇ローソンチケット10570（06）3008
※ハーモニーClub会員割引チケットはホール販売のみです。

■と　き ５月16日（日）・午後２時開演（１時30分開場）
■ところ なかまハーモニーホール・大ホール

毎年大好評のなかまハーモニー寄席。７回目
の今回は、長寿番組「笑点

しょうてん

」でおなじみの林家
こん平師匠と三遊亭小遊三師匠の登場です。
人気者がそろう、めったにないこの機会、ぜ

ひお見のがしなく！ チケット、好評発売中。
良い席はお早めにお求めください。

ハーモニー体験ツアーハーモニー体験ツアー を始めます
「子どもたちに、もっといろんな舞台芸術を観てもらいたい」との思い
から、なかまハーモニーホールの自主事業に市内の小学校５年生と６年
生の希望者（定員30人）を招待する『ハーモニー体験ツアー』を始めます。
当日は、事前に簡単な説明を受け、予備知識をつけた後、いざ鑑賞！
第一弾は「寄席

よ せ

に行ってみよう！」。落語に興味がある小学校高学年の
みなさん、５月16日の「なかまハーモニー寄席」を観に来ませんか？
※申込用紙は、小学校を通じて４月中旬に配布します。ふるってご応募ください。

【全席指定】 一般3,500円 ハーモニーclub会員2,800円（前売・当日とも同金額です）

※未就学児は入場できません。 【Ｐコード 350-852】【Ｌコード 88002】


